
 

 

企画テーマ : 時代の大変革と人材育成の今後  ➖プロフェッショナルとゼネラリスト➖ 

加速度を増しながら進展する技術革新は急速なグローバル化と社会変革をもたらし、組織のあり方の大変革を求めてい

る。その成否が次時代の生活と社会の姿を決定づける。そうした中で、最も重要な意味を持つものが人材であり、海外に

おける勤務と生活の経験から見えてくる内外の人材特性を明らかにしながら今後の人材育成のあり方について論じる。 
 

  記念講演 : 「仕事と人生」のプロフェッショナル                        

              下條 佑一 （rSymphony所属） 

 

  特別講演 : サウジ学への招待 －意外に似ているサウジアラビアの人々と社会を知るためにー 

              山口 登 （知の市場有志 元総合化学会社社員） 

 
一般発表 ： EUにおける化学物質規制の形成過程とプロフェッショナルの参画 

             粟谷しのぶ （弁護士） 

<プログラム詳細は、裏面をご参照ください。>  

 

知の市場の年次大会と化学生物総合管理学会・社会技術革新学会の春季討論集会を合同で開催します。  

企画テーマの下で講演と討論を行い、議論を深めることをねらいとしています。 

 

日 時 ２０１８年２月１日（木）  １２：３０～１７： ３０  （受付開始 １２：１５） 

会 場 放送大学東京文京学習センター ２階 第２講義室  
東京メトロ丸の内線「茗荷谷」駅(出口１)より徒歩３分  (東京都文京区大塚 3-29-1)  

 会場アクセスは、https://www.sc.ouj.ac.jp/center/bunkyo/about/access.html をご覧ください。 

プログラム概要 

★参加資格:学会の会員以外の方も参加できます。 

★参加登録：事前登録制です。参加希望の方は、①参加者氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、②所属(勤務先等)、③懇親意見交換会参

加有無の3点を明記のうえ、E-mail (kagakus*cbims.net)宛てにお申込みください。 

★参加費・懇親意見交換会費： 

  学会員の方:参加は無料です。懇親意見交換会費は実費を現地(茗荷谷駅周辺を予定)にて徴収します。 

 非会員の方: 参加費は1,000円です。以下の口座にお振込み下さい。                    

懇親意見交換会費は実費を現地(茗荷谷駅周辺を予定)にて徴収します。 

      みずほ銀行飯田橋支店,普通口座 2329303,口座名 特定非営利活動法人 化学生物総合管理学会 

    ※１ 振込の際は、必ず参加者カナ氏名を振込み人名義として下さい。振込手数料はご負担ください。 

※２ 出欠にかかわらず、一度振り込まれた参加費の返金は行いませんので、予めご了承ください。 

※３ 領収書は発行いたしませんので、振込時のご利用明細票をご活用ください。 

★参加証：振込の確認の後、開催日の前々日までにメールにてお送りいたします。 

参加証は構内入構に必要ですので、プリントアウトしてご持参ください。 

連絡先:化学生物総合管理学会事務局 kagakus＊cbims.net(＊を@に直して送信して下さい) 

知の市場年次大会 
化学生物総合管理学会･社会技術革新学会 

春季討論集会 （2018） 
 

参加方法 



氏名　（敬称略） 　　講　演　演　題

12:30

増田  優

12:35 ～ 企画テーマ  :  時代の大変革と人材育成の今後 −プロフェッショナルとゼネラリスト−

12:35 ～ 14:10 記念講演

12:35 ～ 14:00 「仕事と人生」のプロフェッショナル

rSymphoney所属

14:00 ～ 14:10     質疑応答

14:10 ～ 15:45 特別講演

14:10 ～ 15:35 山口　登 サウジ学への招待 
　　　　ー意外に似ているサウジアラビアの
　　　　　　　　　　　人々と社会を知るためにー

15:35 ～ 15:45     質疑応答

15:45 〜 15:50 途中休憩

15:50 ～ 16:50          一般発表

15:50 ～ 16:50 粟谷  しのぶ EUにおける化学物質規制の形成過程と
弁護士 プロフェッショナルの参画

16:50 〜 17:30 総合討論

17:30 閉会挨拶

17:30 ～ 懇親意見交換会（会費制）※茗荷谷駅周辺を予定

知の市場有志、元総合化学会社社員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　題名、発表順は都合により変更になる場合があります。

知の市場年次大会
化学生物総合管理学会･社会技術革新学会

春季討論集会　（2018）

日時：２０１８年２月１日（木）　場所：放送大学東京文教学習センター　２階　第２講義室

  時間

下條  佑一

人生100歳時代を迎え、現役の時もその後の人生においてもプロフェッショナルな仕事と生き方をしたいと思う人
は多いが、その出発となる「プロフェッショナル」の概念を明確に持っている人は意外に少ない。プロフェッショナル
に関する一考察を紹介するとともに、現役時代に手に入れたプロフェッショナルとして生きるための知見と技（わ
ざ）をその後の人生において社会のためにも役に立てつつ、豊かな「人生トータルのプロフェッショナル」を達成す
るための考え方の一つを紹介する。

石油依存からの脱却を目指すサウジアラビア (以下、サウジ) は、生活、文化、宗教、教育、個々人の資質などに
おいて、日本と多くの類似点と同時に相違点を持ち合わせている。これらの観点から見え隠れするサウジの姿を
理解することは日本の理解を深める助けとなる。人材育成が最重要課題となっているサウジとの7年半にわたる
合弁事業の経験を元に、サウジ人目線でサウジ人の価値観や働き方などに焦点を当てて論じる。

社会的なルールづくりの背後には多くのプロフェッショナルが存在する。 EUでは、ひとつの規制をつくるために、
欧州委員会、研究者、産業界、EU市民が、 それぞれの利害関係に基づいて主張し、討議し、最終的には欧州議
会の場で 意思決定をしていく。2009年以降のEUでの内分泌かく乱化学物質規制の形成過程 をたどりながら、民
主的意思決定過程におけるプロフェッショナルの役割について考察する。

知の市場奨励賞授与式
開会挨拶


